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公式ホームページ 日本遺産ポータルサイト

上豆腐屋跡

信濃坊源盛の碑
無明の橋

上の原エリア 中の原エリア

大山フィールドGOEN
（豪円山キャンプ場）

弁
慶
の
駒
つ
な
ぎ
跡

基
好
上
人
の
墓

石
の
大
鳥
居

風
穴
跡
（
氷
室
）

釈
迦
堂
跡

金
剛
童
子
社
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大
納
言
杉
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三
輪
平
太
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力
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持
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坊
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楽
院
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下
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神
社 後

向
き
門
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和合の岩
お里の松跡

願
掛
け
岩

大山寺宝物館霊宝閣

中の原スキーセンター

豪円地蔵
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大山寺橋
（下ワタリ）
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生
水
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三
宝
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神
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寿
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現
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殿
様
墓

中ワタリ

上
ワ
タ
リ

世
代
墓

のろし台

佐
陀
川

博労座

モンベル大山キャンプサイト
(下山キャンプ場)

洞明院

圓流院

金剛院

理観院 普明院

駐在所

足湯

大山
自治会館

大山ナショナル
パークセンター

大山町観光案内所
（コモレビト１F)

観證院

豪円山エリア

至 元谷・弥山 至  弥山至  ユートピア

至  川床・香取

至  桝水高原至 大山スポーツ公園

夏
山
登
山
道

南
光
河
原

賽の河原

金門

ポケットパーク

僧兵広場

治
山
工
事
用
道
路

治
山
工
事
用
道
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御
幸
本
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通
り

御
幸
本
道
通
り
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ペン通

り

アル
ペン通

り

石
畳
の
参
道

石
畳
の
参
道

宿坊通り宿坊通り

夏山登山口

毎月18日が拝観日

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

がんばれ！絶景への道！

歴史探訪ルートは

おもしろい伝承がたくさん！

たっぷり、大山を満喫するなら

このロングコース

標高891.3m

豪円山
Mt.Goen

標高872.0m

寂静山
Mt.Jakujo

豪円山登り口
the starting point
of Mt.Goen

大山自然歴史館
Daisen museum of
Nature & History

大山寺本堂
Daisenji Temple

大神山神社奥宮
Ogamiyama Shrine

下山神社
Simoyama Shrine

国の重要文化財

大山寺阿弥陀堂
Daisenji Amida-do

国の重要文化財

-４

-５-２

-１

（有料）

（有料）



観光案内：大山町観光案内所　0859-52-2502／商工観光課（平日のみ）0859-53-3110

寂静山から望む北壁

　　

そ
の
昔
、
合
戦
で
戦
死
し
た
恋
人
を
悲

し
み
、
こ
の
地
で
果
て
た
お
里
を
哀
れ
ん

で
僧
兵
た
ち
が
一
本
の
松
を
植
え
ま
し

た
。

そ
の
言
い
伝
え
の
残
る
松
の
大
木

が
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
枯
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　　

北
壁
を
一
望
す
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
。　

元
弘
の
役

（
１
３
３
１
～
１
３
３
３
）

で
は
、
名

和

長

年

が
、
後
醍
醐
天
皇

を
船
上
山
に
奉
じ
て
戦
っ
た
折
、
大
山

寺
か
ら
信
濃
坊
源
盛

（
長
年
の
弟
）

が
僧
兵
と
こ
の
地
で
の
ろ
し
を
挙
げ
出

陣
し
、
そ
の
名
を
天
下
に
示
し
た
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。

　　

米
子
方
面
が
展
望
で
き
る
場
所
。

　

こ
の
山
は
も
と
呼
瀧

（
よ
ぶ
た
き
）
山

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
山
寺
中
興

の
祖
で
あ
る
豪
円
僧
正
の
墓
所
と
な
っ

て
後
、
豪
円
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

山
頂
付
近
に
は
豪
円
僧
正
廟
や
世
代

墓
が
祀
ら
れ
近
世
大
山
寺
の
聖
域
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　　

標
高

８
６
８
．
５
ｍ
の
大
山
北
壁
を
眺

め
る
の
に
は
絶
好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

で
、
大
山
寺
を
開
い
た
金
蓮
上
人
の
入

寂

（
僧
が
死
ぬ
こ
と
）
の
地
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

山
頂
か
ら
中
海
や
弓
ヶ
浜
半
島
も
展

望
で
き
ま
す
。

　　

天
井
に
描
か
れ
た
水
木
し
げ
る
氏
の

妖
怪
画
で
有
名
で
す
。

　
　

※

現
在
は
一
般
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
大
山
地
蔵
信
仰
の
中
心
を
な
す

お
堂
。
明
治
の
大
山
寺
再
興
の
際
、
本
堂

と
な
り
ま
し
た
。
一
度
焼
失
し
、
昭
和

年

（
１
９
５
１
）
に
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
神
山
神
社
奥
宮
へ
至
る
延
長
７
０
０
ｍ

の
参
道
は
、
自
然
石
を
敷
い
た
道
と
し
て

は
日
本
一
長
い
そ
う
で
す
。

　

社
殿
は
国
内
最
大
級
の
権
現
造
り
。
文

化
２
年
（
１
８
０
５
）
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
仏
習
合
で
あ
っ
た
大
山
寺
に
お
い
て
、

か
つ
て
は
地
蔵
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
大
智

明
権
現
を
祀
っ
た
本
社
で
大
山
信
仰
の
中

心
で
し
た
。
明
治
期
の
神
仏
分
離
政
策

に
よ
り
、
大
神
山
神
社
奥
宮
へ
と
名
称

が
変
え
ら
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。
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夏
山
登
山
道
か
ら
分
か
れ
て
入
る
上

ワ
タ
リ
ま
で
の
ル
ー
ト
は
特
に
歴
史
的

名
所
・
旧
跡
の
多
く
残
る
道
で
す
。
約

四
〇
年
前
に
大
山
を
愛
す
る
人
た
ち

が
大
山
一
三
〇
〇
年
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
大
山
の
歴
史
的
価
値
を
後
世
に

守
り
伝
え
る
た
め
大
山
僧
兵
コ
ー
ス
を

設
定
し
ま
し
た
。

利
寿
権
現
社
跡
か
ら
利
生
水

　　

平
安
時
代
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
わ
る

お
堂
で
享
禄
２
年

（
１
５
２
９
）
に
山
津

波
で
倒
壊
し
、
天
文
21
年

（
１
５
５
２
）

に
現
在
の
場
所
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

大
山
寺
に
現
存
す
る
最
古
の
建
築
物

で
す
。

　
　

本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
高
２
．
７

９
ｍ
）
は
、
仏
師
・良
円
の
作
で
両
脇
に
は
、

観
音
と
勢
至
の
両
菩
薩
を
安
置
し
て

い
ま
す
。
建
物
、
仏
像
と
も
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

拝
観
日
は
毎
月
一
八
日

大
山
寺
阿
弥
陀
堂

　

か
つ
て
三
千
人
の
僧
兵
を
要
し
中
国
地
方
に
一
大
勢

力
を
誇
っ
た
大
山
寺
。
鎌
倉
時
代
に
隠
岐
か
ら
脱
出
し

た
後
醍
醐
天
皇
を
援
け
る
た
め
挙
兵
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
江
戸
時
代
に
は
大
山
寺
最
高
位
の
大
山
座
主
を
、

比
叡
山
天
台
座
主
が
兼
帯
し
て
い
た
ほ
ど
権
威
の
象
徴

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
大
山
寺
旧
境
内
は
、
現
在
よ
り
も
ず
っ
と
広
い

範
囲
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
西
は
石
の
大
鳥
居
付
近

か
ら
東
は
豪
円
山
ま
で
約

1.4
km
あ
り
、
そ
の
中
に
一
六

〇
も
の
堂
社
跡
や
僧
坊
跡
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
草
木
に
覆
わ
れ
て
い
た
僧
坊
跡
で
す
が
、

近
年
有
志
に
よ
り
伐
開
が
進
み
、
利
寿
権
現
社
跡
な

ど
そ
の
容
貌
が
徐
々
に
姿
を
現
し
ま
し
た
。
平
成
二
八

年
に
は
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
、
さ
ら
に
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。 　

　

一
三
〇
〇
年
前
、
大
山
の
山
頂
の
池
に
現
れ
た
と
い

う
地
蔵
菩
薩
。
す
べ
て
の
い
き
も
の
を
救
う
地
蔵
信

仰
の
広
ま
り
の
中
か
ら
、
人
々
が
牛
馬
を
曳
き
連
れ
参

詣
す
る
よ
う
に
な
り
「
牛
馬
信
仰
」
も
広
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
以
降
、
自
然
発
生
的
に
牛
馬
の
取

引
が
始
ま
り
や
が
て
市
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
明
治
時
代
に
は
、
年
間
一
万
頭
以
上
の
取
引

と
な
り
、

当
時
日
本
最
大
の
規
模
に
ま
で
発
展
し
た

の
で
す
。 

　

そ
の
後
、
牛
馬
市
は
鉄
道
の
発
達
な
ど
で
昭
和
初
期

に
幕
を
閉
じ
ま
す
が
、
地
蔵
信
仰
自
体
は
今
も
日
々
の

営
み
の
中
で
生
き
て
お
り
、
道
脇
の
至
る
所
に
佇
む
地

蔵
菩
薩
か
ら
も
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

ち
な
み
に
、
大
山
へ
の
参
詣
の
道
は
大
山
道

（
み
ち
）

と
呼
ば
れ
る
５
つ
の
道
が
あ
り
ま
す
。
遠
く
岡
山
か
ら

延
び
る
横
手
道
な
ど
古
道
と
し
て
一
部
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

　

水
と
森
の
関
係
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

森
の
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
性
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

ブ
ナ
の
木
は
20
万
か
ら
30
万
の
葉
を
付
け
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
や
が
て
そ
の
葉
が
落
ち
て
、
腐
葉
土
と

な
り
そ
の
保
水
力
の
高
い
天
然
の
ス
ポ
ン
ジ
は
雪
解
け

水
や
雨
水
を
貯
え
ま
す
。
こ
の
水
は
栄
養
分
た
っ
ぷ

り
で
、
里
の
田
ん
ぼ
を
潤
し
、
日
本
海
に
流
れ
込
み
ま

す
。
大
山
町
の
サ
ザ
エ
の
水
揚
げ
が
ダ
ン
ト
ツ
県
内
一

な
の
は
、
こ
の
た
め
。

　

特
徴
的
な
背
景
と
し
て
、
こ
の
ブ
ナ
林
を
は
じ
め
動

植
物
の
宝
庫
で
あ
る
大
山
の
自
然
は
、
人
々
の
信
仰

心
に
よ
り
保
た
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
。
大
山
を
神
の

山
と
畏
れ
、
入
山
す
る
こ
と
も
は
ば
か
ら
れ
た
こ
と
か

ら
営
利
の
手
が
入
ら
ず
に
原
生
林
と
し
て
残
っ
て
い
る

の
で
す
。

全
国
人
里
離
れ
た
手
つ
か
ず
の
森
林
は
数

あ
れ
ど
、
人
の
営
み

・
信
仰
に
よ
り
守
ら
れ
た
自
然

は
ど
れ
だ
け
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

今
も
人
々
が
、
自
然
の
恵
み
を
「
大
山
さ
ん
の
お
か

げ
」
と
感
謝
し
、
大
山
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
る
の

は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

大
山
僧
兵
コ
ー
ス
を
10
倍
楽
し
む 

 
 
 
 　

の
心
得


